
令和８年度 第２回 教育委員会 

日時   令和８年５月 11 日（月）  15:30～16:30  
場所   町公民館（大会議室）  
                     
出席者  教育委員  柿田 美香         教育長        高松 公俊 
     教育委員  横山 槇子（欠）   教育総務課長     佐藤 光久 

教育委員  中神 克寿     社会教育課長      麻生 昌秀 
教育委員  山口 昇      教育総務課主幹     馬場 勇次 

      社会教育課主幹    前田 真紀 
      社会教育課主幹    田中 勇輔（欠） 

                教育総務課係長     森本 亜紀 
                教育相談員      南正覚 雅士 
                ＳＳＷ        谷口 修二 

                     議事録        古高 望                 
 
〇開会の挨拶 
 
〇教育長挨拶 

子ども議会での提案がきっかけとなり初開催となった「綾ビューティフル大会（ゴミ拾
い）」や部活動の地域展開について触れ挨拶を行った。 

 
〇教育長事務報告 
（教育総務課 係長） 
 行事経過報告並びに行事計画について、資料に沿って説明を行った。 
（社会教育課 主幹） 
 教育総務課と同様、行事経過報告並びに行事計画について、資料に沿って説明を行った。 
 
〇協議事項・報告等 
（社会教育課 課長） 

4 月臨時議会において、「社会体育施設」との表記を「スポーツ施設」へ変更する条例改
正が行われた。また、馬事公苑の整備について、工事金額が大きいため議決を求めること
とし承認されたことを報告した。 

（ＳＳＷ） 
 小・中学校の児童生徒等の状況について、気になる生徒の家庭状況と今後どのような対応

が必要となるか説明を行った。 



（教育相談員） 
 不登校児童生徒の状況について報告、説明を行った。 
（教育総務課 主事） 
 準要保護者の認定について 5 月時点での追加報告を行った。 
 小学校：６名 中学校：２名 の追加認定となった。 
（教育総務課 主幹） 
 教育関係について。 

昨年度に引き続き、綾小中学校・南俣保育所での公開授業及び公開保育と学校支援訪問を
行うが、この取り組みがより効果的なものになるよう、委員さんよりご意見をお伺いした
い。 

（教育委員） 
どこを柱としてみるのか、町教委としてどのように考えているか伺いたい。保育の場合、
到達目標ではなく方向目標を掲げ、必ずしも到達するわけではないがその中で学びがあ
るということを、小中学校の先生は理解した上で公開保育を見なければいけない。保育所
の先生は小中学校の公開授業を見るうえで、小中学校は到達目標を掲げるが、子供たちが
いきいきと学ぶことにとって縛りすぎではないか等の意見が出れば良いと考える。 

（教育総務課 主幹） 
学力到達を唯一の目標とせず、子供が主体的に取り組む「非認知能力」を柱とし、保育か
ら中学の探究学習までを繋げていく方針である。 

（教育委員） 
 「単元内自由進度学習」において、それぞれが目的を持って学ぶということは子供たちの

発達段階からいうと様々な子供がいるためとても難しいと思う。その中でベースとなる
のは子供同士の「助け合い・学び合い」であり、子供たちの関わりが大事であると感じた。 

（教育総務課 主幹） 
小中学校からも共同的な学び、「教え合い・助け合い」を推進したいとの声もあるため、
重点的に進めていきたい。 

（教育長） 
校長先生方にお願いしたのは新しい先生方の指導力の向上ということで、そのためには
主題研究をしっかり行い、個別最適な学びと協働的な学びを同時進行に進めて行きたい
と考える。またお気づきの点があれば、どんな角度からでもご指摘いただきたい。 

（教育総務課 主幹） 
働き方改革について、現在の状況や今後の取り組みについて説明を行った。 

 
○閉会


